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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
元
人
間
。
元
神
。
今
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
９
３
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
あ
る
日
の
あ
ひ
る

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
日
、
高
校
生
の
人
璃
心
軌
は
、
自
分
の
意
思
と
は
、
関
係
無
く
、
神
に

さ
れ
た
。
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一
神
話
　
前
書
き

俺
、
元
、
人
間
。

　
　
　
元
、
神
。

　
　
　
今
、
？

　
こ
れ
が
、
僕
、
人
璃
　
心
軌

ひ
と
り

し
ん
き

　　
現
在
、
？
　
と
言
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
？
。
は
て
な
。
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。

意
味
不
明
。
理
解
不
可
。
不
可
解
。
摩
訶
不
思
議
。
俺
だ
っ
て
そ
う
だ
。
ど
う

や
ら
、
今
の
僕
は
、
　
人
間
で
は
、
無
い
ら
し
い
。
い
や
、
人
間
だ
っ
た
が
正

し
い
か
。
　
ま
ぁ
、
人
間
で
無
い
事
に
変
わ
り
は
、
無
い
。

　
僕
は
、
人
間
か
ら
、
神
に
な
り
。
神
か
ら
？
に
な
っ
た
。
は
て
な
と
言
う
の

は
、
名
が
無
い
か
ら
だ
。
い
や
、
本
当
は
、
世
界
中
血
眼
に
な
っ
て
探
せ
ば
、

見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
す
る
気
に
は
、
な
ら
な
い
。

　
名
。
元
、
人
璃
心
軌
。
今
で
も
、
そ
れ
を
名
乗
っ
て
い
い
の
か
は
、
分
か
ら

な
い
。
こ
れ
は
人
間
だ
っ
た
頃
の
名
の
だ
か
ら
。
で
も
、
使
わ
せ
て
貰
っ
て
い

る
。
別
に
こ
の
名
前
が
気
に
い
っ
て
い
た
訳
じ
ゃ
な
い
が
、
こ
の
名
前
を
使
っ

て
、
１
６
年
。
今
か
ら
、
新
た
に
付
け
る
の
も
ア
レ
だ
か
ら
…
…

　
そ
う
、
僕
は
、
一
カ
月
前
ま
で
、
人
間
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
生
続
く
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
運
命
の
悪
戯
か
。
偶
然
か
。
必
然
か
。
奇
跡
か
。
分
か
ら
な
い
が
、

僕
の
意
思
と
は
、
関
係
無
く
、
僕
は
『
神
』
に
な
っ
た
。
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二
神
話
　
付
い
て
い
る

高
校
に
入
っ
て
二
回
目
の
春
と
夏
の
間
。
そ
の
日
は
、
春
と
言
う
に
は
、
暑
く
。

夏
と
言
う
に
は
涼
し
い
そ
ん
な
日
だ
。
五
月
中
旬
の
事
。
学
校
帰
り
。
下
校
途

中
。
僕
は
、
僕
は
独
り
。

今
は
、
学
校
近
く
に
あ
る
書
店
で
立
ち
読
み
を
し
て
い
る
、
漫
画
、
小
説
、
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
。
本
は
好
き
だ
。
買
う
つ
も
り
の
無
い
立
ち

読
み
。
店
員
に
は
、
申
し
訳
な
い
が
、
た
ま
に
買
う
の
で
、
今
日
の
と
こ
ろ
は

見
逃
し
て
欲
し
い
。
な
ど
と
、
自
分
勝
手
の
言
い
訳
を
し
、
手
ぶ
ら
で
書
店
を

後
に
す
る
。
い
や
、
手
ぶ
ら
で
は
無
か
っ
た
。
学
校
の
鞄
と
、
『
傘
』
そ
れ
が

僕
の
手
に
は
握
ら
れ
て
い
る
。

　
書
店
を
出
る
と
、
辺
り
は
、
暗
く
な
り
始
め
、
僕
の
視
野
に
入
る
人
々
は
、

小
走
り
で
走
る
人
が
多
い
―
―
雨
が
降
っ
て
い
る
。
天
気
予
報
じ
ゃ
、
今
日
の

朝
見
た
、
テ
レ
ビ
の
的
予
報
の
降
水
確
率
は
、
０
％
　
そ
れ
で
傘
を
持
っ
て
い

な
い
人
も
多
い
の
だ
。
で
も
、
何
故
か
、
僕
は
、
『
傘
』
を
持
っ
て
い
た
。
ラ

ッ
キ
ー
だ
。
付
い
て
い
る
。
な
ん
と
な
く
、
意
識
を
し
な
い
で
。
無
意
識
で
。

何
故
か
今
日
家
か
ら
持
っ
て
き
た
、
『
傘
』
、
ソ
レ
を
差
し
、
僕
は
、
近
く
の

バ
ス
停
へ
向
か
う
。
普
段
は
、
自
転
車
で
登
下
校
を
し
て
い
る
が
、
今
日
は
、

『
た
ま
た
ま
』
バ
ス
で
登
下
校
だ
。
理
由
は
、
得
に
無
い
。
た
だ
な
ん
と
く
。

そ
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
。

　
バ
ス
に
乗
り
、
家
の
近
く
の
バ
ス
停
ま
で
向
か
う
。
雨
が
降
り
出
し
た
事
も

あ
り
、
人
が
い
つ
も
よ
り
も
多
く
乗
っ
て
い
た
が
、
運
よ
く
僕
は
、
開
い
て
い

る
席
に
、
座
る
事
が
出
来
た
。

　
今
日
は
、
妙
に
付
い
て
い
る
、
朝
、
天
気
予
報
の
次
に
や
っ
て
い
た
正
座
占

い
が
１
２
位
だ
っ
た
が
や
っ
ぱ
り
関
係
の
無
い
こ
と
だ
。
僕
は
、
占
い
な
ど
信

じ
て
は
い
な
い
。
あ
ん
な
モ
ノ
を
放
送
す
る
ん
だ
っ
た
ら
、
他
に
放
送
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
事
が
在
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
国
に
よ
っ
て
は
、
本
気
で
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占
い
を
信
じ
て
い
る
人
が
多
く
居
る
国
が
存
在
す
る
と
聞
く
が
、
全
く
、
ど
う

か
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
、
思
う
。

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
、
１
５
分
く
ら
い
だ
ろ
う

か
、
一
番
家
に
近
い
、
バ
ス
停
で
僕
は
降
り
た
。

　
此
処
で
降
り
た
の
は
、
僕
独
り
だ
け
、
辺
り
は
、
も
う
か
な
り
暗
い
。
僕
の

家
ま
で
の
道
は
、
余
り
人
通
り
が
多
い
と
は
、
言
え
な
い
。
家
も
そ
れ
程
多
く

は
無
い
。
ま
ぁ
、
手
っ
取
り
早
く
言
う
と
薄
気
味
悪
い
道
だ
。
一
定
の
距
離
ご

と
に
在
る
、
電
柱
。
そ
の
上
に
は
、
今
に
も
消
え
か
け
そ
う
な
、
ラ
イ
ト
が
付

い
て
、
弱
い
光
で
暗
い
道
を
照
ら
し
て
い
る
。
そ
の
光
に
群
が
る
、
虫
達
も
こ

の
気
味
悪
さ
に
一
役
買
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
僕
に
と
っ
て
は
、
何
で
も
無
い
通
い
な
れ
た
道
だ
。
恐
怖
な
ど
無
い
。

子
供
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
ま
し
て
や
、
僕
は
、
幽
霊
や
、
魂
な
ん
て
、
非
科
学

的
な
物
を
信
じ
て
な
ど
い
な
い
の
だ
か
ら
。

傘
を
差
し
、
歩
く
僕
。
勿
論
足
音
は
、
僕
独
り
だ
け
。
他
の
音
と
い
っ
た
ら
、

雨
音
た
だ
そ
れ
だ
け
。
こ
こ
ま
で
別
に
何
も
変
で
は
無
か
っ
た
。
よ
く
在
る
日

常
の
風
景
。

　
だ
が
、
い
つ
も
と
違
う
事
が
一
つ
あ
る
。
い
や
、
見
つ
け
た
。
違
う
と
言
う

よ
り
、
変
だ
。
電
柱
の
下
に
誰
か
が
立
っ
て
い
る
。
い
や
、
た
だ
立
っ
て
い
る

な
ら
、
何
も
変
で
は
無
い
だ
ろ
う
が
、
明
ら
か
に
コ
イ
ツ
は
、
変
だ
。

　
電
柱
の
上
に
在
る
お
ぼ
ろ
げ
な
ラ
イ
ト
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
そ
の
『
男
』

の
外
見
は
、
Ｇ
パ
ン
に
、
サ
ン
ダ
ル
、
半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
そ
し
て
、
腰
く
ら
い

に
ま
で
伸
び
て
い
る
長
い
長
髪
、
色
は
、
恐
ら
く
染
め
て
い
な
い
黒
、
髪
を
頭

の
後
ろ
で
、
男
に
対
し
て
余
り
使
い
た
く
は
無
い
が
、
ポ
ー
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し

て
い
る
ら
し
い
。
歳
は
、
分
か
ら
な
い
が
、
若
そ
う
だ
。
若
い
と
言
っ
て
も
、

２
０
代
中
盤
く
ら
い
だ
ろ
う
か
？
　
確
か
に
、
外
見
か
ら
し
て
、
余
り
普
通
と

は
、
言
え
そ
う
に
な
い
が
、
そ
ん
な
事
よ
り
も
、
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
雨
の
中
、
傘
を
差
し
て
い
な
い
状
態
で
、
そ
こ
に
平
然
の
立
ち
、
僕
の
事
を

じ
っ
と
見
て
い
る
事
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

元人間。元神。今？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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